
8IBIGAWA 2008 November

　
９
月
14
日
（
日
）
に
揖
斐
川
町
民
プ
ー
ル

で
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
町
は
平
成
24
年
開
催
の
「
ぎ
ふ
清

流
国
体
」
で
カ
ヌ
ー
競
技
の
開
催
地
と
し
て

内
定
し
て
い
ま
す
が
、
カ
ヌ
ー
競
技
は
普
段

目
に
す
る
こ
と
も
少
な
く
、
ま
し
て
や
体
験

す
る
こ
と
も
な
い
た
め
、
今
回
、
こ
の
教
室

を
通
し
て
多
く
の
人
に
競
技
を
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
カ
ヌ
ー
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
岐
阜
県
カ
ヌ
ー
協
会
よ
り
講
師
を

派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
カ
ヌ
ー
の
乗
り
方
か

ら
パ
ド
ル
の
使
い
方
、
転
覆
し
た
と
き
の
対

処
法
な
ど
学
び
ま
し
た
。

　
受
講
者
の
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
慣
れ
な
い

カ
ヌ
ー
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
し

ば
ら
く
す
る
と
要
領
を
得
て
、
上
手
に
カ

ヌ
ー
を
操
っ
て
い
ま
し
た
。

　
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
は
今
後
も
定
期
的
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
の
参
加

者
か
ら
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
に
出
場
す
る
選

手
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
９
月
21
日
（
日
）
朝
鳥
公
園
周
辺
で
第
２

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
カ
ヌ
ー
競
技
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
40

人
の
選
手
に
よ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
平
成
24
年
開
催
の
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」

で
は
同
地
区
で
カ
ヌ
ー
競
技
（
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
）
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
内
定
し
て
お
り
、
選
手
の
皆
さ
ん

は
早
く
も
４
年
後
の
国
体
の
た
め
コ
ー
ス
の

状
況
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
な
入
念
か
つ
華

麗
な
パ
ド
ル
さ
ば
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
順
位
】

　
優
　
勝
　
加か

と

う藤
　
哲て
っ
ぺ
い平
選
手

　
準
優
勝
　
加か

と

う藤
　
彰あ
き
の
り則
選
手

　
第
３
位
　
篠し

の

だ田
　
浩ひ
ろ
ゆ
き之
選
手

　
９
月
７
日
（
日
）
に
揖
斐
川
健
康
広
場
周

辺
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
清
掃
活
動
は
、
社
会
奉
仕
の
心
を
養

う
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
住
む
町
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
で
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め

て
も
ら
う
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
炎
天
下
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
400
人

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
・
保
護
者
・
指

導
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
広
場
・
歴
史
民
俗
資

料
館
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
、
周
辺
は
見

違
え
る
ほ
ど
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
清
掃
活
動
後
は
歴
史
民
俗
資
料
館
内

を
見
学
し
、
町
の
古
い
時
代
の
地
形
や
歴
史
、

文
化
な
ど
見
た
こ
と
の
な
い
展
示
物
に
、
驚

き
の
声
が
館
内
の
至
る
所
か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
っ
て
、
今
年
も

町
民
大
会
が
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も

変
わ
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

三
部
会
の
実
践
発
表
、「
早
寝 

早
起
き 

朝
ご

は
ん
」
推
進
指
定
校
の
事
例
発
表
、
揖
斐
高

校
の
活
動
発
表
、
青
少
年
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
平
成
20
年
11
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
受
付
開
始
　
13
時
か
ら

　
　
　
　
開
　
　
会
　
13
時
30
分
～
15
時

◆
場
所
　
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

【
平
成
21
年
成
人
式
】

◆
日
時
　
平
成
21
年
１
月
11
日
（
日
）

受
付
開
始
　
12
時
30
分

開
　
　
式
　
13
時
30
分

◆
場
所
　
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
63
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　
現
在
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
企
画
・
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
実
行
委
員
を
し
て
い
た
だ
け
る
新
成
人

の
皆
さ
ん
も
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

　
成
人
式
実
行
委
員
会
へ
の
申
し
込
み
・
お

問
合
わ
せ
は
、
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
ま
で
（
℡
２
３
‐
０
１
１
５
）

　

カ
ヌ
ー
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
２
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
会
開
催

平
成
20
年
度
　
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成

町
民
大
会
 11
月
30
日
（
日
）
開
催
で
す

奉
仕
の
心
と
郷
土
愛
を

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
清
掃
活
動

平
成
21
年
　
揖
斐
川
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

▲健康広場がピカピカになりました

▲自由に水面を滑走する参加者
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﹁
揖
斐
郡
の
自
然
と
文
化
を
学
ぶ
﹂　

　
夏
休
み
中
に
、揖
斐
郡
内
の
小
学
生
43
人
が
﹃
ふ

る
さ
と
見
学
会
﹄
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
横
山
ダ
ム
や
春
日
の
森
の
文
化
博
物
館
見
学
、

薬
草
染
め
体
験
を
通
し
て
、
自
然
へ
の
愛
着
と
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
郡
内
の
小
学
生
70
人
が
﹃
自
然
に
親
し

む
会
﹄
に
参
加
し
ま
し
た
。
谷
汲
で
昆
虫
採
集
や

植
物
採
集
を
行
い
、
植
物
標
本
、
チ
ョ
ウ
の
鱗り
ん
ぷ
ん粉
転
写
や
展て

ん

し翅
を
学
び
、

理
科
好
き
の
子
ど
も
達
は
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
取
組
が
で
き
ま
し
た
。

　「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
班
で
植
物
を
観
察
し
、
ク

イ
ズ
を
解
い
て
い
く
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
家
や
学
校
で
で
き
な

い
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
多
か
っ
た
こ
と

も
、
こ
の
事
業
の
成
果
で
し
た
。

﹁
第
五
十
二
回
　
揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展
﹂

科
学
作
品
展
金
賞
受
賞
者
　
○ 

科
学
研
究
の
部
　
小
学
校
の
部

林は
や
し　
希の

ぞ

み
実 

（
八
幡
小
１
） 

・
髙た

か

の野
智と
も
ひ
ろ寛 

（
大
野
北
小
２
）

香こ

う

だ田
菜な

ほ帆
（
養
基
小
２
） 

・
森も
り

　
陸り

く

と人
（
養
基
小
３
）

竹た
け
な
か中
万ま

ち智
（
八
幡
小
４
） 

・
北き
た
が
わ川
晶あ

き

こ子
（
池
田
小
４
）

高た
か
は
し橋
芳よ
し
ひ
と仁
（
宮
地
小
５
） 

・
高た
か
は
し橋
風ふ

う

や弥
（
谷
汲
小
６
）

　
　
　
　
　
○ 

科
学
研
究
の
部
　
中
学
校
の
部
（
共
同
研
究
）

坂
内
中
学
校
　
九
名
　
鈴す

ず

き木
創そ

う

た太
・
広ひ

ろ

せ瀬
恭き
ょ
う
へ
い
平
・
高た
か
は
し橋
陽み

な

み美
・
近ち
か
お
か岡
謙け
ん
い
ち一
・

平ひ

ら

の野
崇た
か
ゆ
き之
・
矢や

の野
滉こ
う
だ
い大
・
今い
ま
え
だ枝
愛あ

い

り理
・
大お
お
む
ら村
修し
�
う
へ
い
平
・
田た
な
か中
し
お
り

 

﹁
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

特
選
受
賞
者
﹂

岡お
か
も
と本

　
萌も
え

（
谷
汲
小
１
）・ 

白し
ら
か
わ川
夏な

つ

ほ穂
（
春
日
小
１
）

石い

し

い井
莉り

こ子
（
温
知
小
２
）・ 

大お

お

の野
泰ひ

ろ

き輝
（
養
基
小
３
）

竹た
け
な
か中
万ま

ち智
（
八
幡
小
４
）・ 

溝み

ぞ

た田
寧ね

ね々

（
揖
斐
小
３
）

末す
え
ま
つ松
孝こ

う

た太
（
八
幡
小
５
）・ 

高た
か
は
し橋
美み

の

り紀
（
揖
斐
小
５
）

高た
か
は
し橋
風ふ

う

や弥
（
谷
汲
小
６
）・ 

飯い

い

だ田
端み

ず

き生
（
揖
斐
川
中
１
）

國く
に
え
だ枝
秀し
�
う
じ治
（
谷
汲
中
２
）・ 

鎌か
ま
た
に谷
美み

き希
（
北
和
中
１
）

 

﹁
教
職
員
の
夏
期
研
修
﹂

　
研
修
セ
ン
タ
ー
企
画
の
「
教
育
相
談
講
座
」「
学
級
経
営
講
座
」

「
音
楽
実
技
講
座
」、
今
年
か
ら
の
「
講
師
研
修
講
座
」
な
ど
、

11
講
座
に
301
人
が
参
加
し
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
郡
内
の
先
生
た
ち
が
自
分
を
高
め
、
児
童
生
徒
へ
の
指
導
力

向
上
の
た
め
に
意
欲
的
に
研
修
し
ま
し
た
。

☆
大
和
公
民
館

︽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
︾

◆
日
時
　
11
月
16
日
（
日
）
８
時
30
分
～

◆
場
所
　
健
康
広
場
　
グ
ラ
ン
ド

☆
北
方
公
民
館

︽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
︾

◆
日
時
　
11
月
16
日
（
日
）
８
時
30
分
～

◆
場
所
　
北
方
小
学
校
体
育
館

☆
清
水
公
民
館

︽
青
少
年
区
民
会
議
︾

◆
日
時
　
11
月
15
日
（
土
）
18
時
～

◆
場
所
　
清
水
公
民
館

︽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
︾

◆
日
時
　
11
月
30
日
（
日
）
９
時
～

◆
場
所
　
清
水
小
学
校
体
育
館

☆
𦙾
永
公
民
館

︽
文
化
教
室
︾

◆
日
時
　
11
月
３
日
（
月
）
９
時
～

◆
場
所
　
𦙾
永
公
民
館

︽
第
３
回
家
庭
教
育
学
級(

読
み
聞
か
せ
・

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト)

︾

◆
日
時
　
11
月
16
日
（
日
）
９
時
～

◆
場
所
　
𦙾
永
公
民
館

︽
養
基
小
体
育
館
・
脛
永
公
民
館 

清
掃

各
サ
ー
ク
ル
・
推
進
委
員
︾

◆
日
時
　
11
月
23
日
（
日
）
８
時
30
分
～

☆
谷
汲
公
民
館

︽
第
４
回
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
︾

◆
日
時
　
11
月
１
日
（
土
）

13
時
30
分
～
16
時
　
　

　
　
　
　
　
　
２
日
（
日
）

９
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所
　
谷
汲
公
民
館
（
谷
汲
文
化
会
館
）

　
　
　
　
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

︽
花
い
�
ぱ
い
運
動
︾

◆
日
時
　
11
月
中
旬

︽
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
�
ン
祭
︾

◆
日
時
　
11
月
18
日
（
火
）
19
時
30
分
～
21
時

◆
場
所
　
谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

︽
谷
汲
小
学
校
﹁
谷
�
子
祭
﹂
協
力
︾

◆
日
時
　
11
月
22
日
（
土
）
９
時
30
分
～

◆
場
所
　
谷
汲
小
学
校

☆
春
日
公
民
館

︽
春
日
文
化
祭
︾

◆
日
時
　
11
月
２
日
（
日
）
９
時
30
分
～

◆
場
所
　
春
日
振
興
事
務
所

︽
秋
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
︾

◆
日
時
　
11
月
16
日
（
日
）
９
時
～

◆
場
所
　
春
日
小
学
校
体
育
館

☆
藤
橋
公
民
館

︽
藤
橋
地
区
文
化
祭
︾

◆
日
時
　
11
月
16
日
（
日
）
10
時
～

◆
場
所
　
旧
藤
橋
小
中
体
育
館

☆
坂
内
公
民
館

︽
坂
内
文
化
祭
︾

◆
日
時
　
11
月
３
日
（
月
）
８
時
30
分
～

◆
場
所
　
坂
内
小
中
学
校
体
育
館
　
他

︽
親
子
体
験
活
動
　
料
理
教
室
︾

◆
日
時
　
11
月
22
日
（
土
）
９
時
～

◆
場
所
　
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

︽
第
４
回
シ
�
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
︾

◆
日
時
　
12
月
７
日
（
日
）
９
時
30
分
～
12
時

◆
場
所
　
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー

◎マラソン展

　11 月 1 日～ 11 月 9 日

〈マラソン 11 月 9 日〉

◎ JA 農業祭

　11 月 13 日～ 11 月 16 日

◎青少年育成町民大会

　11 月 18 日～ 11 月 30 日

公
民
館
活
動

揖斐郡駅伝大会のお知らせ

期　日　平成 20年 12月 7日（日）10時～

コース　揖斐川町役場→粗川大橋→池田総体

申　込　郡教育研修センター（TEL 44-1262）

締　切　〈 11 月 21日（金）厳守 〉

交通ルールを守り、選手の安全を考えた

応援をお願いします。〈揖斐郡体協〉
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春
日
に
は
ふ
る
さ
と
先
生
と
し
て
子
ど
も

た
ち
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。「
春
日
の
み
な
さ
ん
の
力
を

借
り
て
春
日
の
知
恵
と
文
化
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
。」「
子
ど
も
た
ち
に

は
春
日
の
素
晴
ら
し
さ
を
心
か
ら
理
解
し
て

も
ら
い
た
い
。」
と
の
願
い
か
ら
ふ
る
さ
と
先

生
を
募
っ
て
い
ま
す
。
一
学
期
の
間
に
延
べ

60
人
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　〔 

お
茶
の
ふ
る
さ
と
先
生 

〕

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
数
が
減
少
し
て
い

く
中
で
、
今
年
か
ら
は
三
年
生
が
お
茶
摘
み
・

茶
工
場
見
学
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
春
日
茶
の
こ
と
・
工
場
で
の
機
械
の
順
序

な
ど
普
段
見
る
こ
と
が
な
い
所
を
見
せ
て
も

ら
い
、
何
げ
な
く
飲
ん
で
い
る
春
日
茶
を
見

直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
応
援
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
け
一
緒
に
お
茶
摘
み
が
で
き
ま
し

た
。

　
各
家
庭
で
は
、
休
日
に
も
お
茶
摘
み
を
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　〔 

踊
り
の
先
生 

〕

　
運
動
会
で
は
、
毎
年
春
日
音
頭
を
踊
り
ま

す
。
５
人
の
踊
り
の
先
生
か
ら
一
つ
一
つ
の

動
き
の
意
味
を
教
わ
り
、
ぐ
ん
ぐ
ん
上
達
で

き
ま
し
た
。
春
日
の
地
を
表
現
し
た
伝
統
あ

る
踊
り
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

運
動
会
当
日
は
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
楽
し

く
春
日
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。

　〔 

稲
刈
り
先
生 

〕

　
春
日
美
束
地
区
の
田
ん
ぼ
で
、
四
・
五
年
生

の
児
童
が
田
植
え
と
稲
刈
り
・
脱
穀
体
験
を

し
ま
し
た
。
家
族
総
出
で
温
か
く
迎
え
て
も

ら
い
、
子
ど
も
達
も
一
生
懸
命
作
業
が
で
き

ま
し
た
。
機
械
化
が
進
む
中
で
手
作
業
体
験

が
で
き
る
の
は
稲
刈
り
先
生
の
お
陰
で
す
。

　
今
後
、
薬
草
・
山
林
・
ス
キ
ー
な
ど
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　
春
日
中
学
校
は
全
校
生
徒
が
25
人
と
小
規

模
の
学
校
で
す
が
、
広
い
視
野
で
物
事
を
見

て
、
自
信
を
も
て
る
よ
う
に
と
、
宿
泊
研
修

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
読
書
活
動
、
漢
字

テ
ス
ト
へ
の
取
り
組
み
な
ど
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
宿
泊
研
修
体
験
学
習
と
修
学
旅
行

　
一
・
二
年
生
は
若
狭
宿
泊
研
修
で
漁
業
体

験
を
し
た
り
、
民
宿
の
方
の
お
話
を
聞
い
た

り
し
ま
し
た
。
漁
れ
た
て
の
ハ
マ
チ
を
目
の

前
で
さ
ば
い
て
い
た
だ
く
な
ど
漁
師
さ
ん
の

温
か
い
心
遣
い
に
生
徒
た
ち
は
大
喜
び
で
し

た
。
三
年
生
は
東
京
修
学
旅
行
で
企
業
訪
問

を
行
い
ま
し
た
。
自
分
が
興
味
あ
る
企
業
と

一
生
懸
命
連
絡
を
と
り
、
ふ
だ
ん
自
分
た
ち

の
地
域
で
は
体
験
で
き

な
い
仕
事
や
職
業
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
の
夢
や
将
来

を
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
取
り
組
み

　
生
徒
会
で
は
、
毎
月
「
さ
わ
や
か
登
校
」

の
日
を
決
め
、
地
域
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
き
れ

い
に
す
る
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
今
年
度
は
、
地
域
だ
け
で
な
く
学

校
の
運
動
場
の
草
取
り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り
で
は

地
域
の
一
員
と
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
毎
年
、
バ
ザ
ー
販
売
の
手
伝
い
や
会
場

の
ゴ
ミ
の
分
別
回
収
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
多
く
の
生
徒
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

○
三
日
間
の
職
場
体
験
学
習

　
今
年
度
は
二
年
生
が
十
月
に
三
日
間
の
職

場
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
将
来
の
職

業
を
考
え
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
職
場
を
探

し
、
お
願
い
を
し
、
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
は
一
人
で
行
き
ま

す
。
実
際
の
体
験
は
三
日
間
で
す
が
、
あ
い

さ
つ
や
打
ち
合
わ
せ
、
お
礼
や
学
ん
だ
こ
と

を
ま
と
め
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
前
後

の
活
動
も
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
読
書
活
動
の
推
進

　
本
校
は
、「
進
ん
で
本

に
向
か
い
、
感
動
す
る

心
を
育
て
る
」
こ
と
を

願
い
、
生
徒
に
多
く
の

本
に
出
会
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
、
揖
斐
川
図
書

館
の
移
動
図
書
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
年
間
の
貸
し
出
し
冊
数
は
、

学
校
図
書
館
の
本
は
他
の
中
学
校
と
同
じ
く

ら
い
の
十
冊
で
す
が
、
移
動
図
書
館
の
本
は

三
十
冊
で
、
一
人
当
た
り
四
十
冊
の
本
を
借

り
て
い
ま
す
。
毎
月
の
移
動
図
書
を
生
徒
た

ち
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
朝
読

書
の
時
間
に
限
ら
ず
、
本
を
読
ん
で
い
る
生

徒
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
漢
字
テ
ス
ト
へ
の
取
り
組
み

　
朝
の
活
動
で
毎
週
漢
字
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
漢
字
学
習
は
学
習
の
基
礎
に
あ

た
る
も
の
で
、
努
力
す
れ
ば
形
に
な
る
た
め
、

生
徒
た
ち
は
合
格
を
め
ざ
し
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
員
合
格
が
続
く
な
ど

が
ん
ば
り
に
感
心
し
ま
す
。
毎
年
、
多
く
の

生
徒
が
漢
字
検
定
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
先
生
が
い
っ
ぱ
い

〜
春
日
小
学
校
〜

広
い
視
野
で
、
自
信
を
持
っ
て

〜
春
日
中
学
校
〜
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